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宮城県知事・宮城地方協力本部長新年挨拶
協力団体長新年挨拶
副本部長・各課長・事務所長・センター長新年の抱負
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優秀広報官の紹介
永年勤続者表彰
令和６年度　本部長感謝状受賞者
『みやぎで働く！2025年版』の紹介
人事／自衛官募集ツール紹介
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令和６年　宮城地方協力本部の一年の記憶
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
青
葉
を
ご
覧

い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
旧
年
中
、
宮
城
地

方
協
力
本
部
の
活
動
に
多
大
な

る
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
自
衛
隊
が
活
動
で

き
る
環
境
を
醸
成
し
、
部
隊
・

隊
員
が
旺
盛
な
士
気
を
も
っ
て

任
務
遂
行
に
あ
た
る
に
は
、
平

素
か
ら
の
地
域
の
皆
様
方
か
ら

の
信
頼
と
理
解
の
獲
得
及
び
隊

員
を
取
り
巻
く
隊
員
家
族
等
か

ら
の
あ
た
た
か
な
励
ま
し
が
支

え
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
と
の

認
識
で
す
。
昨
年
８
月
着
任
以

来
、
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
な
励

ま
し
の
も
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信

強
化
、
県
内
各
地
で
数
々
の
イ

ベ
ン
ト
を
自
治
体
な
ど
地
域
あ

る
い
は
企
業
の
方
々
や
、
部
隊

か
ら
の
支
援
を
得
な
が
ら
訓
練

の
一
般
公
開
や
学
校
等
で
職
場

体
験
な
ど
の
総
合
学
習
を
数
多

く
行
う
な
ど
、
特
に
若
い
世
代

に
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
普
及
す

べ
く
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
少
子
化
や
高

学
歴
化
、
あ
る
い
は
民
間
採
用

の
増
大
・
早
期
化
等
に
よ
り
、

こ
と
募
集
に
関
し
て
は
か
つ
て

な
い
ほ
ど
に
人
材
を
確
保
で
き

て
お
り
ま
せ
ん
。「
人
」の
確
保

は
防
衛
力
の
中
核
で
あ
り
、
安

全
保
障
環
境
が
一
層
厳
し
さ
を

増
す
な
か
、
従
来
に
な
い
防
衛

予
算
が
確
保
さ
れ
、
防
衛
省
を

あ
げ
て
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化

を
断
行
し
て
い
る
現
在
、
宮
城

地
本
始
ま
っ
て
以
来
の
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
る
べ
く
今
後
一

層
精
進
し
、
人
知
を
尽
く
し
て

参
り
ま
す
。
本
年
も
宮
城
県
の

皆
様
の
信
頼
に
堪
え
る
自
衛
隊

と
の
懸
け
橋
と
な
れ
る
よ
う
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本

部
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
自
衛
官
の
募
集

や
援
護
、
広
報
な
ど
、
自
衛
隊

の
後
方
支
援
の
中
核
と
し
て
重

要
な
任
務
を
果
た
さ
れ
て
お
ら

れ
る
こ
と
に
対
し
、
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
元
日
の
能
登
半
島

地
震
の
ほ
か
、
全
国
的
に
記
録

的
な
大
雨
や
台
風
が
続
き
、
甚

大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
改
め
て
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
自
衛
隊
員
の
皆
様
方
の
災

害
救
助
活
動
に
は
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
県
は
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
、
大
規
模
化
・

多
様
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
備

え
、
依
然
と
し
て
続
く
物
価
高

騰
へ
の
対
応
な
ど
、
多
く
の
課

題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
課
題
に
対
応
し
、
県
民

一
人
一
人
が
幸
福
を
実
感
し
、

地
域
の
活
力
を
維
持
し
な
が
ら

持
続
的
な
発
展
を
目
指
し
て

い
く
た
め
に
、
宮
城
の
新
時
代

を
切
り
開
く
と
い
う
強
い
思
い

で
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層

の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
自
衛
隊
宮

城
地
方
協
力
本
部
の
ま
す
ま
す

の
御
発
展
並
び
に
、
隊
員
及
び

御
家
族
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

協
力
団
体
長

新
年
挨
拶

２０２５ 新年の抱負　副本部長・各課長・事務所長・センター長

副本部長
防衛事務官

大瀧　　太

オープンハート❤

総務課長
防衛事務官

八木橋大輔

点滴穿石

募集課長
１等陸佐

新井　広道

起死回生

予備自衛官課長
防衛事務官

佐々木啓彦

質実剛健

援護課長
防衛事務官

井戸　聡史

不易流行

登米地域事務所長・栗原地域事務所長
２等陸尉

奥寺　　智

和顔愛語

石巻地域事務所長
３等空佐

戸島　　潔

進取果敢

大崎地域事務所長
２等海尉

澁谷　和範

絶対積極

仙台募集案内所長
３等陸佐

古藤　礼作

精励恪動の思いで！！

名取地域事務所長
１等陸尉

葛島　良太

融和団結・邁進

大河原地域事務所長
１等陸尉

壁寸　　敦

一意専心

宮城地域援護センター長
３等陸佐

小林　　孝

一歩一歩を確実に

仙台地区援護センター長
１等陸尉

飯塚　浩展

笑門来福

霞目地区援護センター長
１等陸尉

壁坂　　収

積極果敢野郎！２

多賀城地区援護センター長
２等陸尉

大平　　清

先手必勝

大和地区援護センター長
２等陸尉

富樫　静一

粒粒辛苦

船岡地区援護センター長
１等陸尉

菅原　正広

笑顔で援護！！

抱 

負

澤
村 

満
称
子

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
長

　１
等
陸
佐 村

井

　嘉
浩

宮
城
県
知
事

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
自
衛
隊
家
族
会
は

自
衛
隊
員
の
最
も
身
近
な
存

在
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち

続
け
、
心
を
新
た
に
し
て
、
家

族
以
上
の
気
持
ち
で
宮
城
地
方

協
力
本
部
及
び
陸
・
海
・
空
自

衛
隊
を
ご
支
援
ご
協
力
致
し

ま
す
。

公益社団法人
宮城県自衛隊家族会

会長

鎌田　　徹

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

宮
城
県
隊
友
会
は
、「
県
民

と
自
衛
隊
と
の
か
け
橋
」
と
し

て
、
本
年
も
自
衛
隊
宮
城
地

方
協
力
本
部
の
活
動
に
ご
支

援
ご
協
力
い
た
す
所
存
で
す
。

皆
様
の
ご
発
展
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 公益社団法人隊友会

宮城県隊友会
会長

佐藤　次郎

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本

部
後
援
会
及
び
宮
城
県
自
衛

隊
退
職
者
雇
用
協
議
会
は
宮

城
地
方
協
力
本
部
と
緊
密
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自
衛

隊
の
活
動
及
び
発
展
に
協
力
・

支
援
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

自衛隊宮城地方協力本部後援会
宮城県自衛隊退職者雇用協議会

会長

藤﨑三郎助
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航空自衛隊採用試験合格者等部隊研修

令和６年度教職員等に対する教育部隊研修

防大・医大・高等工科入校予定者激励会

ヘリコプター体験搭乗

予備自衛官５日間訓練

艦艇広報

高校生による一日艦長

ガイダンス

部外講話
宮城県内の学校及び部外協力団体等に対し、計15回の講話を実施して、自衛隊への理解の促進を図った。
◆講話内容　①安全保障（防衛白書内容）　②災害派遣活動　③自衛隊における女性活躍の現状　④リーダーシップ⑤募集・援護

協力団体長等会議

家族会宮城県大会支援
予備自衛官補辞令書交付式

部外イベント

令和６年　宮城地方協力本部の一年の記憶

ヘリコプター体験搭乗は募集対象者が多く参加す
る人気のあるイベントで、計８回（霞目駐屯地、
厚木・松島基地）実施し、約400名が搭乗した。
参加者は「浮いた瞬間ドキドキした。」「もっと乗
りたい。」と興奮気味に感想を述べた。

音楽演奏
音楽隊による演奏会を計23回実施し、約1万4000人に対し感動を与えた。
演奏会では学生に対し演奏技術の指導や合奏を行い、体験した学生からは
「音が滑らかに出るようになった。」「貴重な経験でした。」と喜びの声が寄
せられた。

企業主等の即応予備自衛官招集訓練研修
即応予備自衛官を雇用している企業主等６社12
名の参加を得て、訓練研修を実施した。参加し
た企業主等は、社員が自衛官として真剣に取り
組む姿を目の当たりし、制度に対する理解を示
していた。

宮城県合同企業説明会
仙台駅東口案内所リニューアルイベント

防衛白書説明

防衛議員連盟勉強会

大学生インターンシップ

全国各県から、任期制隊員54名、定年制隊員63名が
参加し、企業106社による就職説明会を実施した。参
加した隊員は、様々な業種・企業からの説明を熱心に
聞き入り、就職に向けた一歩を踏み出した。

職場体験、防災学習
県内の各駐屯地・基地、学校等に
おいて、小中高生約1200名の職
場体験を支援した。
基本教練や救急法、部隊見学等を
通じ、自衛隊を職として興味を
もってもらえるよう努めている。

学生及び転職者向けガイダンスを計24回実施し、
約480人が自衛隊ブースを訪問。参加者に対し、
自衛隊の仕事や採用種目の他、福利厚生について
説明した。
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自
衛
官
募
集
功
労

（
団
体
）

宮
城
県
角
田
市　

様

宮
城
県
小
牛
田
農
林
高
等
学
校　

様

宮
城
県
柴
田
高
等
学
校　

様

学
校
法
人
立
志
舎
東
京
法
律
公
務
員
専
門
学
校
仙
台
校　

様

（
個
人
）

宮
城
県
自
衛
隊
生
徒
育
成
親
の
会
会
長　

神
永　

久
次
郎　

様

防
衛
大
学
校
萩
の
会
副
会
長　

森　

玲　

様

気
仙
沼
市
自
衛
隊
協
力
会
副
会
長　

春
日　

敏
春　

様

宮
城
県
自
衛
隊
家
族
会
副
会
長　

阿
部　

新
治　

様

宮
城
県
自
衛
隊
家
族
会
大
崎
地
区
連
絡
協
議
会
会
長　

工
藤　

昭
憲　

様

募
集
相
談
員　

佐
々
木　

嘉
郎　

様

募
集
相
談
員　

安
島　

功　

様

募
集
相
談
員　

中
川　

文
雄　

様

募
集
相
談
員　

只
埜　

建
夫　

様

就
職
援
護
功
労

（
団
体
）

宮
城
交
通
株
式
会
社　

様

株
式
会
社
ス
リ
ー
エ
ス
東
北
事
業
部　

様

学
校
法
人
朴
沢
学
園　

様

予
備
自
衛
官
等
雇
用
功
労

（
団
体
）

株
式
会
社
富
士
飼
料　

様

み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合　

様

一
般
功
労

（
個
人
）

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
Ｏ
Ｂ
会

　
　
　
　
　
　
　

児
玉　

養
二
郎 　

様

＊種目や制度についてわかりやく紹介しております。

自 衛 官 募 集
ツ ー ル の 紹 介

自衛官募集ホームページ 宮城地本インスタグラム宮城地本X

　
春
期
転
出
者

募
集
課
長	

１
等
陸
佐	

増
山　

哲
治　

東
部
方
面
総
監
部
（
朝
霞
）
へ

援
護
課　

援
護
幹
部	

１
等
陸
尉	

武
藤　

道
裕　

自
衛
隊
仙
台
病
院
（
仙
台
）
へ

仙
台
募
集
案
内
所	

１
等
陸
曹	

戸
嶋
美
和
子　

仙
台
駐
屯
地
業
務
隊
（
仙
台
）
へ

募
集
課	

２
等
陸
曹	

青
山
早
紀
子　

第
６
音
楽
隊
（
神
町
）
へ

栗
原
地
域
事
務
所	

２
曹
陸
曹	

小
野
寺
優
友　

第
22
即
応
機
動
連
隊
（
多
賀
城
）
へ

副
本
部
長	

防
衛
事
務
官	

鈴
木　

利
法　

防
衛
装
備
庁
航
空
装
備
研
究
所
（
東
立
川
）
へ

総
務
課
長	

防
衛
事
務
官	

筧
田　

祐
一　

陸
上
幕
僚
監
部
（
市
ヶ
谷
）
へ

総
務
課　

国
民
保
護
・
災
害
対
策
連
絡
調
整
官

	

防
衛
事
務
官	

川
嶌　

貴
之　

サ
イ
バ
ー
防
護
隊
（
仙
台
）
へ

募
集
課　

業
務
班
長	

防
衛
事
務
官	

川
井　

景
太　

大
和
駐
屯
地
業
務
隊
（
大
和
）
へ

援
護
課　

援
護
主
任	

防
衛
事
務
官	

遠
藤　

宏
明　

船
岡
駐
屯
地
業
務
隊
（
船
岡
）
へ

　
春
期
転
入
者

募
集
課
長	

１
等
陸
佐	

新
井　

広
道　

第
２
師
団
司
令
部
（
旭
川
）
か
ら

募
集
課	

１
等
陸
曹	

野
﨑　

由
希　

東
部
方
面
総
監
部
付
隊
（
朝
霞
）
か
ら

栗
原
地
域
事
務
所	

２
等
陸
曹	

佐
藤　

洋
昭　

東
北
補
給
処
反
町
弾
薬
支
処
（
反
町
）
か
ら

副
本
部
長	

防
衛
事
務
官	

大
瀧　
　

太　

整
備
計
画
局
（
市
ヶ
谷
）
か
ら

総
務
課
長	

防
衛
事
務
官	

八
木
橋
大
輔　

北
部
方
面
総
監
部
（
札
幌
）
か
ら

募
集
課　

調
査
専
門
官	

防
衛
事
務
官	

及
川　

裕
子　

自
衛
隊
仙
台
病
院
（
仙
台
）
か
ら

総
務
課　

国
民
保
護
・
災
害
対
策
連
絡
調
整
官

	

防
衛
事
務
官	

本
田　

高
浩　

東
北
方
面
総
監
部
（
仙
台
）
か
ら

援
護
課　

援
護
主
任	

防
衛
事
務
官	

芳
賀　
　

浩　

福
島
駐
屯
地
業
務
隊
（
福
島
）
か
ら

　
夏
期
転
出
者

石
巻
地
域
事
務
所	

１
等
空
曹	

工
藤
ひ
と
み　

第
４
航
空
団
（
松
島
）
へ

　
夏
期
転
入
者

募
集
課	

准
陸
尉	

畠
山　

浩
明　

東
北
方
面
総
監
部
付
隊
（
仙
台
）
か
ら

援
護
課	

准
陸
尉	

佐
藤　
　

保　

東
北
方
面
総
監
部
付
隊
（
仙
台
）
か
ら

援
護
課	

准
陸
尉	

箭
内　

和
彦　

第
６
偵
察
隊
（
大
和
）
か
ら

募
集
課	

陸
曹
長	

坂
田　
　

宏　

第
１
０
４
施
設
器
材
隊
（
船
岡
）
か
ら

援
護
課	

陸
曹
長	

蔦　
　

良
雄　

東
北
方
面
混
成
団
本
部
（
仙
台
）
か
ら

募
集
課	

１
等
空
曹	

武
田　

直
樹　

第
４
航
空
団
（
松
島
）
か
ら

募
集
課	

２
等
陸
曹	

井
上　
　

学　

高
等
工
科
学
校
（
武
山
）
か
ら

　

秋
期
転
入
者

大
崎
地
域
事
務
所	

１
等
海
曹	

中
村　

慎
一　

岩
国
航
空
基
地
隊
（
岩
国
）
か
ら

　

冬
期
転
出
者

栗
原
地
域
事
務
所	

２
等
陸
尉	

太
田　

哲
也　

第
１
０
４
施
設
器
材
隊
（
船
岡
）
へ

予
備
自
衛
官
課	

１
等
陸
曹	

細
田　

直
人　

岩
手
駐
屯
地
業
務
隊
（
岩
手
）
へ

　

冬
期
転
入
者

募
集
課	

１
等
陸
尉	

石
井　

優
帆　

教
育
訓
練
研
究
本
部
付
（
目
黒
）
か
ら

援
護
課	

陸
曹
長	

阿
部　

貴
幸　

東
北
補
給
処
多
賀
城
燃
料
支
処
（
多
賀
城
）
か
ら

援
護
課	

１
等
陸
曹	

佐
々
木
紀
行　

第
22
即
応
機
動
連
隊
（
多
賀
城
）
か
ら

予
備
自
衛
官
課	

２
等
陸
曹	

山
田　

賢
治　

東
北
方
面
航
空
隊
（
霞
目
）
か
ら

　
新

規

採

用

総
務
課	

防
衛
事
務
官	

東　
　

幹
人

　
定
年
退
職
者

援
護
課　

宮
城
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー

	

３
等
陸
佐	

小
林　
　

孝　
（
令
和
６
年
８
月
７
日
付　

再
任
用
）

援
護
課	

准 

陸 

尉	
西
山　

裕
二　
（
令
和
６
年
11
月
25
日
）

　

令
和
６
年
度
優
秀
広
報
官
と
し
て
、
大
河
原
地

域
事
務
所
の
渡
部
２
等
陸
曹
が
６
月
17
日
、
陸
幕

長
褒
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
募
集
難
と
さ
れ
る
厳
し

い
状
況
の
中
、
宮
城
地
本
の
募
集
に
大
き
く
貢
献

し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
た
。
渡
部
広
報
官
は「
育

ち
や
環
境
が
違
う
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
対
応
す

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
入
隊
し
た
隊
員
か
ら

相
談
を
受
け
た
際
は
、
自
分
の
経
験
談
を
元
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。」
と
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も

手
厚
い
、
兄
貴
肌
の
広
報
官
と
し
て
、
今
後
の
活

躍
に
も
期
待
す
る
。

　

11
月
１
日
、

勤
続
25
周
年
目

を
迎
え
た
自
衛

官
に
対
し『
永

年
勤
続
者
表

彰
伝
達
式
』
を

行
っ
た
。
こ
の

度
、
勤
務
に
精

励
し
た
５
名
が

本
部
長
よ
り
防

衛
大
臣
か
ら
の

表
彰
が
授
与

さ
れ
、
永
年
に

亘
る
勤
務
へ
の

労
が
ね
ぎ
ら
わ

れ
た
。
引
き
続

き
、
国
防
の
た

め
健
康
に
留
意

し
、
職
務
に
邁

進
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

陸
曹
長　

沼
田　
　

尋
（
募
集
課
）

２
等
海
曹　

佐
藤　

友
彦
（
登
米
地
域
事
務
所
）

２
等
陸
曹　

船
木　

ゆ
み（
総
務
課
）

２
等
陸
曹　

渡
部　

雅
也（
大
河
原
地
域
事
務
所
）

２
等
陸
曹　

髙
橋　

太
一（
総
務
課
）

永
年
勤
続
者
表
彰

令
和
６
年
度　

本
部
長
感
謝
状
受
賞
者

　
若
手
求
職
者
向
け
フ
リ
ー

マ
ガ
ジ
ン「
せ
ん
だ
い
タ
ウ
ン

情
報
Ｓ

－

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
み
や
ぎ

で
働
く
！
２
０
２
５
版
」に
仙

台
駐
屯
地
の
協
力
を
得
て
、

陸
上
自
衛
隊
が
掲
載
さ
れ
た
。

実
際
に
勤
務
す
る
隊
員
の
仕

事
内
容
及
び
駐
屯
地
の
施
設

等
が
紹
介
さ
れ
、
求
職
者
に

自
衛
隊
で
働
く
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
も
ら
え
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

　「
み
や
ぎ
で
働
く
！
２
０
２

５
版
」は
県
内
主
要
大
学
・
専

門
学
校
・
高
等
学
校
、
東
北
・

関
東
圏
の
主
要
大
学
に
配
布
の

ほ
か
、
仙
台
市
営
地
下
鉄
主
要

８
駅
10
箇
所
、
公
共
施
設
及
び

大
型
商
業
施
設
で
の
無
料
設

置
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同

誌
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
も
気
軽

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

せんだいタウン情報 S-style
『みやぎで働く！ 2025 年版』


